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１．調査研究項目及び手法 
 
（１）調査研究項目 

新しい図書館構想に向けて 

 

 

（２）調査研究項目の具体的内容 

四日市市総合計画（2011年度～2020年度）において、新しい図書館構想の策定が掲げら

れている。【資料Ｎｏ．１】 

これまで、本市の市立図書館については、平成 17年に「市民に求められる四日市市立図

書館像について（提言）」【資料Ｎｏ．２】、平成 22 年には「新しい図書館のあり方検討会

報告書」【資料Ｎｏ．３】がまとめられた経緯があるが、あらためて、これらの提言、報告を

振り返り、平成 28年度第二次推進計画で新しい図書館構想策定に向けた調査費の計上を予

定している。（※） 

市議会としても、本構想策定に向けた研究を進めることが必要な時期と考えられること

から、現在の市立図書館の現状と課題について、また、今後の新しい図書館構想の策定に

向けて求められるものについて研究課題とし、議論することとした。 

   

 

  ※後に、第二次推進計画の見直しにより、平成 28年度当初予算ではなく、補正予算で計上

したいとの説明が執行部より行われた。 

 

（３）研究手法 

  ①意見交換 

    今後の四日市市立図書館のあり方等について委員間で意見交換を行った。 

 

  ②基礎調査 

    現在の四日市市立図書館の現状や課題について調査を行った。 

 

  ③先進地事例調査 

    近年竣工した同格都市等または先駆的な新図書館整備事例について調査を行ったのち、

平成 27年度に竣工した岐阜市立中央図書館を視察した。 

 

  ④論点整理 

    上記の調査や委員間での意見交換を踏まえて議論を行い、当分科会協議における論点

を整理した。 

 

  ⑤最終報告書の作成 

    これまでの当分科会での調査結果や議論を踏まえて、四日市市にふさわしい新しい図

書館についての考え方を取りまとめ、最終報告書を作成した。 
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２．委員名簿 
 
  議員政策研究会 新しい図書館を考える分科会（22名） 

 

分科会会長   加 藤 清 助      分科会副会長   谷 口 周 司 

    委員      荒 木 美 幸      委員       石 川 善 己 

    委員      伊 藤 嗣 也      委員       太 田 紀 子 

    委員      小 川 政 人      委員       荻 須 智 之 

    委員      小 林 博 次      委員       竹 野 兼 主 

委員      豊 田 祥 司      委員       豊 田 政 典 

委員      早 川 新 平      委員       樋 口 龍 馬 

    委員      平 野 貴 之      委員       藤 田 真 信 

        委員      三 平 一 良      委員       村 山 繁 生 

    委員      森  智 広      委員       森  康 哲 

    委員      森 川  慎      委員       諸 岡  覚 

 

３．調査研究の実施経過 
 

（１）平成 27年 10月 １日   

①分科会長の互選について 

②分科会副会長の互選について 

③当分科会の名称について 

④今後の進め方について 

（２）平成 27年 10月９日 

①意見交換 

②四日市市立図書館の現状と課題について 

（３）平成 27年 10月 22日 

①他市町の公立図書館情報・事例紹介 

②意見交換 四日市市立図書館に求められるもの 

      立地・内容・運営など 

③先進地視察について 

（４）平成 28年１月 18日 

先進地視察（岐阜市立中央図書館） 

（５）平成 28年１月 29日 

①視察を振り返って 

②分科会協議での論点整理 

 （６）平成 28年３月 31日 

     ①これまでの分科会の振り返り・まとめ（案）の検討について 

 （７）平成 28年４月 27日 

     ①分科会まとめ（案）について 

     ②調査研究報告書（案）について 
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４．四日市市立図書館の現況及び利用者数・図書館費等の推移について 

 

（１）土地及び建物等の状況 

鉄道駅 近鉄四日市駅より 0.8㎞（徒歩 15分） 

土地 計 5250.29㎡（敷地 4738.01㎡＋高架下 512.28㎡） 

建物 

鉄筋コンクリート造 地上３階・地下１階（昭和 48年７月竣工） 

建築面積：計 1636.68㎡（本館 1498.79㎡ほか車庫） 

延床面積：計 4147.42㎡（本館 4010.27㎡ほか車庫） 

主な設備 

閲覧席・・・・・・・・・・・・・・・・・・計 102席 

学習席・・・・・・・・・・・・・・・・・・計 196席 

図書検索パソコン・・・・・・・・・・・・・・計６台 

インターネット情報閲覧パソコン・・・・・・・・３台 

自動貸出機・・・・・・・・・・・・・・・・・・１台 

駐車場 
専用駐車場・・・・・・・・・・・・・・・・・計 67台 

共用駐車場（文化会館第４駐車場）・・・・・・計 30台 

自動車文庫 移動図書館車・・・・・・・・・・・・・・・・・２台 

 

 

 

（２）環境改善工事の実施 （平成 25年度に現状施設の範囲内で可能な環境改善工事を実施） 

 改善個所 改善内容 

一般成人室 閲覧スペースを拡大し、閲覧席を増設。 

児童室 低い書架、明るいＬＥＤ照明に交換し、閲覧席を増設。 

郷土作家コーナー ２階に新設。 

インターネットコーナー ２階に新設。 

展示コーナー 玄関ロビーから２階ロビーへ移設拡大。 
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（３）図書館利用者数等の推移（平成 17年度～26年度） 

 年度 Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

開館日数 274 273 266 275 275 

入館者数 276,975 270,320 270,304 281,299 290,579 

貸出者数 154,410 160,332 157,766 163,000 168,103 

貸出冊数 785,414 807,069 804,035 823,310 839,142 

  

年度 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

開館日数 275 277 274 249 274 

入館者数 291,629 290,507 286,016 265,668 285,866 

貸出者数 170,217 171,804 167,710 154,561 195,944 

貸出冊数 847,692 865,294 842,660 791,588 823,290 

 

 

 

（４）図書館費の推移（平成 17年度～26年度）                単位：円 

年度 Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

図書館費 138,061,107 171,748,184 150,666,437 133,304,162 129,071,866 

うち、図書

購入費 
30,015,224 28,738,518 28,816,609 29,640,002 28,822,642 

 

年度 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

図書館費 130,858,415 123,085,362 143,458,247 150,354,622 118,327,151 

うち、図書

購入費 
27,651,833 28,730,190 28,713,382 28,702,016 28,924,719 
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（５）図書館職員数の推移（平成 17年度～26年度）   

年度 
Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

 内司書  内司書  内司書  内司書  内司書 

正職員 12 4 10 3 10 5 10 5 10 4 

嘱託 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

OB嘱託 1  1  1  1  1  

再任用 0  0  0  0  0  

臨時 8 8 12  12 12 12 12 12 13 13 

合計 

(内、長期休暇者) 
24 15 26  18 26 20 26 20 

27 

(1) 

20 

(1) 

 

年度 
Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

 内司書  内司書  内司書  内司書  内司書 

正職員 9 4 8 5 8 4 8 4 8 4 

嘱託 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

OB嘱託 1  1  1  1  1  

再任用 1 1 2 1 3 2 3 2 3 1 

臨時 14 14 15  12 15 12 15 12 15 13 

合計 

(内、長期休暇者) 

28 

(2) 

22 

(2) 
29  21 30 21 30 21 

30 

(1) 
21 

   ※平成 23年度より、窓口専用非常勤職員３名（パート労働時間を年間勤務人数に換算）を含む。 

  ※正職員のうち、司書には毎年度司書補１名を含む。 

  ※再任用には、教職ＯＢも含む。 
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５．図書館に関する諸条件調査 

 ○公立図書館の設置について 

 ・図書館法【資料Ｎｏ．４】において、公立図書館の必置は、地方公共団体に求められていな

い。 

 

 ○図書館に対する国庫補助について 

 ・図書館法第 20条において、国は、図書館を設置する地方公共団体に対し、予算の範囲内に

おいて、図書館の施設、設備に要する経費その他必要な経費の一部を補助することができ

るとされている。しかし、数年前より同条に基づく補助金の交付はなく、他市町において

は、社会資本整備総合交付金の市街地整備事業を活用して整備している事例がある。 

 ○駐車場の必要台数について 

 ・現在の市立図書館は、四日市市建築物における駐車施設の附置等に関する条例（昭和 51

年４月１日施行）の適用を受けていない。仮に現在の規模の図書館を中心市街地に設置す

る場合、現状でも特に土曜日、日曜日については駐車場が不足しているため、現在よりも

多くの駐車場の整備が必要となる。 

 ○図書の販売について 

 ・他市町の公立図書館では、書店を併設するケースはあるものの、図書館での図書の販売は

全国的にもほとんど例はない。 
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６．他市町の公立図書館について 

（１）同格都市等における新図書館整備事例調査 

  当分科会では、平成 11年～平成 27年に竣工した同格都市等または先駆的な新図書館整備

事例について調査を行い、本市の図書館との比較を行った。【資料Ｎｏ．５】 

 

＜ 比較調査の概要 ＞ 

 ○複合施設について 

  調査した９都市のうち、８都市については、図書館単体の施設ではなく、市民会館や商業

施設、ホール、ギャラリー等、他の施設も併設された複合施設として整備されている。桑名

市や愛知県一宮市など、他に比べて狭い敷地に複合施設が整備されている例もある。 

 ○延床面積について 

  また、図書館自体の延床面積について、本市の図書館は他の９都市と比較すると、８番目

に位置付けられるが、人口１人当たりの延床面積は、もっとも狭い状況である。 

 ○蔵書について 

  蔵書に関して、開架部分の蔵書数については、本市では 146,000冊が備えられているとこ

ろ、他都市では、200,000冊以上となっているところが多い。自動書庫が整備されている都

市は、７都市である。 

 ○閲覧席について 

  閲覧席については、一般書部分でもっとも多いのが岐阜市の 727席であり、本市よりもは

るかに多い状況であった。他方、学習席は、岐阜市が 18席であるほか、設置されていない都

市もあり、本市の 196席がもっとも多い。 

○開館時間について 

平日の開館時間については、９都市すべての図書館が 20時以降までであるのに対し、本市

の図書館は閉館がもっとも早い 19時であり、学習室の利用については 17時までの利用とし

ている。 
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（２）分科会委員による他市町の公立図書館事例調査について 

  各委員より、これまでに視察で訪問した他市町の図書館等について、事例紹介や所感の聴

き取りを行い、委員間で情報共有を図りながら、議員間討議を行った。 

 

①岐阜市立中央図書館 

  当分科会において、平成 27年７月 18日に竣工した岐阜市立中央図書館（施設名称：みん

なの森 ぎふメディアコスモス）について視察調査を行った（平成 28年１月 18日実施）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設概要】 

当図書館は、ホール・ギャラリーや市民活動交流センター等が複合された施設となってお

り、建築家 伊藤豊雄氏の設計による独創的な外観・内装を備えている。「市民が集う「知」

と「文化」創造の森～人が育つ図書館 人が育てる図書館～」が施設の理念であり、「課題

解決型図書館」、「滞在型図書館」、「ネットワークの中核図書館」、「市民と共に育てる

図書館」をコンセプトとしている。 

 

【委員からの所感】 

 ・岐阜市では、有名建築家を初めとした専門家の選定をうまく行っていたが、施設の基本コ

ンセプトを確立する上で、デザイン等につき専門家に依頼するのかを最初に方向付けする

ことは重要であると感じた。 

 ・岐阜市の図書館が従来型の図書館と異なるのは一目瞭然であるが、それの是非はともかく、

市民に愛され、来やすい図書館を目指すという観点が重要である。 

 ・岐阜市では、市民の声を聴く機会を設けながら、複合施設の中の図書館という整備がなさ

れたとのことである。子どもたちを育てる場所の一つという基本コンセプトが確立されて

いるために、開放的で、書棚が子どもの目線以上とならないような空間ができていると考

える。本市としてもどのような基本コンセプトで新図書館を整備するのか示される必要が

ある。 

 ・岐阜市では、滞在型図書館が目指されており、親子連れが集える空間となっていることは

良いことであると感じた。 

 ・岐阜市の図書館は、開放的な空間に加え、書棚が低くなっており、これも一つのあり方で

あると感じた。２階のメインスペース以外に、１階の蔵書スペースにも立ち寄ることがで

き、使いやすさが目に見えるような図書館機能であった。 

 

【基本情報】 

図書館名：岐阜市立中央図書館 

施 設 名：みんなの森 ぎふメディアコスモス 

敷地面積：14725.39㎡ 

延床面積（図書館）：9210.30㎡ 

現在蔵書数 開架：352,670冊 

      閉架：32,572冊 

開館時間（平日）：9:00～20:00 
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・岐阜市では、公募により図書館長を選んでいるが、この手法は、図書館に新たな感性を取

り入れる観点から検討してもよいと考える。 

 ・岐阜市では、学校図書との連携も積極的に行われており、本市においてもそのような連携

は必要であると考える。 

 ・岐阜市では、新図書館建設に当たり、多額の経費を投じているが、合併特例債や国庫補助

を有効に使い、市の実質負担分をうまく抑えていると感じた。しかし、ランニングコスト

について、司書数の増加に伴い人件費が大幅に増えていることが印象に残った。 

 ・岐阜市の図書館運営において、64人（正規職員９名、臨時職員４名、嘱託職員 51名）と

いう司書数はスペースに比べて非常に多いと感じた。直営であるがための体制であると考

えるが、運営については、民間の力を用いることも重要ではないか。 

・岐阜市は立地条件に恵まれており、明るく開放的な空間づくりが可能であったが、本市で

同様の敷地を探すことは難しいのではないか。また、学生の学習スペースが少ないとの印

象を受けた。 

 ・岐阜市の図書館は、閉館時間が午後８時であるため、夕方も利用者が多かったが、学生の

数が少なかった。個別の学習室が少なく、駅から離れた図書館まで来る必要性がないこと

が理由の一つであると感じた。 

・岐阜市では、図書館が駅から離れていたために、学生の利用が少なかったと感じる。 

 ・岐阜市では、駐車場が立体ではなく平地で多く整備されており、子育て世代の利用が多い

とのことであったが、他方、周囲に高校等がなく、駅からも距離があるため、学生の視点

が不足していると感じる。 

・岐阜市の図書館では、公募により選ばれた図書館長により特徴的な図書館が作られたと聞

き及んでいたが、「みんなの森ぎふメディアコスモス」の施設館長は図書館のことを「店

子」と表現されており、岐阜市では図書館をあくまで複合施設の中の一つとして捉えてい

ることが残念に感じた。公共交通機関よりも車で来やすい場所とした結果、子連れの母親

が増えていることに加え、併設のコンビニが喫茶店の替わりとなっている点が強く印象に

残っている。 

  

  

   

②一宮市立中央図書館 

   

  

 

【基本情報】 

図書館名：一宮市立中央図書館 

施 設 名：尾張一宮駅前ビル（愛称：i-ビル） 

敷地面積：4339.67㎡ 

延床面積（図書館）：6701.67㎡ 

現在蔵書数 開架：約 280000冊 

      閉架：約 229000冊 

開館時間（平日）：9：00～21：00 
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【特徴】 

  ＪＲ尾張一宮駅から直結し、商業施設や市民活動支援センター、子ども一時預かり施設等

を複合した「尾張一宮駅前ビル（i-ビル）」の５階から７階に整備されている。 

  ５階は児童書に特化したエリア、６階、７階は一般書エリアとなっており、図書館の入り

口はそれぞれ５階と６階に設けられている。 

  

【委員からの所感】 

  ・駅と一体化した複合施設としたことで、利用者がかなり増加している。このことにより、

中心市街地のにぎわい創出につながっているほか、一宮駅で途中下車して利用する人が

増えたとの話が印象に残っている。 

  ・駅と直結した複合施設となっており、非常に活気があると感じた。 

  ・施設の建設に当たっては、定期借地権を設定している。 

  ・建物の中に託児施設を設けるなど、集客に非常に力を入れている印象があるが、図書館

機能の充実度はそれほど感じなかった。当施設を視察し、逆に、駅から離れた場所にあ

ったとしても行くだけの魅力のある図書館の必要性を感じた。 

 

 ③府中市立中央図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【特徴】 

  府中市市民会館との複合施設となっており、３階から５階にかけてが図書館となっている。

施設の建設に当たっては、ＰＦＩ方式を採用しており、貸出・返却、書架整理、分館への

搬送等を委託している。また、日本で初めて無線ＩＣタグを活用した予約図書受渡システ

ムを導入し、それに対応した自動貸出機を設置した。 

 

 【委員からの所感】 

  ・館内の広さ、明るさが印象に残っているほか、書籍の貸出・返却や書庫について、無線

ＩＣタグを活用した予約図書受渡システムが導入されるなど、最新の設備が整えられて

おり、利用者の利便性への配慮といった観点も重要であると感じた。 

 

  

 

【基本情報】 

図書館名：府中市立中央図書館 

施 設 名：ルミエール府中 

敷地面積：5862.95㎡ 

延床面積（図書館）：6076.53㎡ 

現在蔵書数 開架：336,369冊 

      閉架：613,105冊 

開館時間（平日）：9:00～22:00 
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④桑名市立中央図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特徴】 

 ＰＦＩ手法で運営する日本初の図書館として、平成 16年 10月に開館。中心市街地に複合

施設「くわなメディアライブ」として開館され、多目的ホールや保健センター、人権セン

ター、飲食店などが併設され、図書館は３階、４階に整備されている。運営面では、郷土

に関する資料や行政資料・企業の資料などの収集を積極的に行っている。 

 

【委員からの所感】 

・当図書館は、昼間は高齢者の利用が中心であるが、夕方になるにつれて徐々に高校生等

が中心になるなど、利用者層がうまく入れ替わっている。 

  ・桑名市では、カフェや託児施設を併設した複合施設としており、複合施設として図書館

を整備することが今後のはやりとなるのではないかとの印象を持った。 

  ・駅から離れた狭い土地に立地しているため、建物自体は縦長に建設されており、建物の

機能を有効に活用した施設であると感じた。四日市市の学生が当施設を利用している例

も多いとのことである。 

  ・当図書館は駐車場が狭く、近隣の店舗等に車を停め、買い物のついでに来館する利用者

が多いとのことである。 

  

 

⑤「ツタヤ図書館」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本情報】 

図書館名：桑名市立中央図書館 

施 設 名：くわなメディアライブ 

敷地面積：約 3200㎡ 

延床面積（図書館）：3169.06㎡ 

現在蔵書数 開架：185,289冊 

      閉架：132,050冊 

開館時間：9:00～21:00 

 

※写真は武雄市図書館館内 

【基本情報（武雄市図書館）】 

図書館名：武雄市図書館・歴史資料館 

        （愛称：エポカル武雄） 

敷地面積：10160㎡ 

延床面積：3803.12㎡ 

現在蔵書数 開架：約 20万冊 

開館時間：9:00～21:00 
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【概要】 

   佐賀県武雄市では、代官山蔦谷書店を運営するカルチュア・コンビニエンス・クラブ株

式会社（以下、ＣＣＣという。）を指定管理者とし、平成 25年４月に市立図書館をリニュ

ーアルオープンした。高い書棚を特徴とし、図書の配架については「ライフスタイル分類」

を採用している。また、飲食店と書店が図書館と一体となっていることにも特徴がある。

このほか、神奈川県海老名市、宮城県多賀城市においてもＣＣＣを指定管理者とした図書

館が開館している。 

 

 【委員からの所感】 

・構想が決まった後、開館するまでの間、市長のリーダーシップのもと、蔵書の並べ替え

等に市民ボランティアの協力を得て新図書館を創り上げた結果、100万人が訪れる施設

となったとの話が印象深い。市民協働の観点から、本市においても市民参加により新し

い図書館を創り上げなければならないと感じた。 

  ・武雄市の「ツタヤ図書館」の運営は、図書館としての土台が確立されていない状況で喫

茶店やコミュニティ施設を併設したために、現状ではつまづいていると感じている。喫

茶店等の併設については、図書館としての土台作りをした上で考えなければならない。 

  ・武雄市の「ツタヤ図書館」設立時の関係者の話によれば、当時は、事業者側が図書館運

営について、非常に未熟であったため、種々の課題が出てきたと認識しているとのこと

であり、その後、経験を積む中で、事業者側も様々な改善をしていると考える。そのよ

うな経験を経た上で新しい形の図書館を創り上げていくのであれば、「ツタヤ」等との

連携もよいのではないか。 

  ・小牧市の住民投票における「ツタヤ図書館」への批判的な意見については、貸本屋が公

立図書館を運営することに対して拒絶反応が起きているように感じる。選書の問題等が

指摘されているが、これらはすぐに修正できるのではないかと考える。 

  ・民間事業者による公立図書館の運営については、「ツタヤ」だけでなく様々な事業者が

あるため、民間の運営を検討する際は、それらも含めて検討していけばよいと考える。 
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７．分科会協議での意見整理 

  当分科会において調査研究を行った事項について、委員から出された意見を下記のとおり、

論点ごとに分類した。 

  

（１）計画策定に当たって検討すべき事項 

 ①施設のあり方について検討すべきこと 

 ア．複合施設とするか否か 

  ・図書館としての機能だけでなく、複合施設として考える必要がある。 

  ・他市町においては図書館に喫茶店を併設している例もあり、新しい図書館のあり方につ

いては、中心市街地活性化への寄与の観点からも検討する必要があるのではないか。 

  ・図書館は、年齢問わず多くの人が集うことができ、コミュニティを築けるような場所で

あるべきであり、複合的な施設としていくことが重要であると考える。 

  ・新しい図書館について、様々な機能を複合し、文化的なコミュニケーションの場として

もよいのではないかと考える。 

  ・近鉄四日市駅周辺に立地させる場合、たとえば予備校を併設するなど、民間の活力を導

入した複合施設とすることで、中心市街地のにぎわい創出に寄与できると考える。 

  ・市に学生が多いかどうかによっても、図書館に求められる機能が異なってくる。新しい

図書館の構想に当たっては、第一に対象となる利用者層のことを考慮に入れるべきであ

る。図書館機能の充実は大前提であるが、それほど本市に図書館のニーズがあれば、複

合施設とする選択肢も捨てきれないと考える。 

  ・これからの時代においては、単独の施設として図書館を捉えるのではなく、子育て支援

センター等を併設するなど、さまざまな市民ニーズに応えられる複合施設として考える

べきではないか。本市においては、近鉄四日市駅周辺で、さまざまな機能を複合させた

誰にとっても使い勝手の良い施設を創るのが良いと考える。 

  ・朝は高齢者、昼は子連れ層、夕方は学生といったように、時間帯によって図書館の利用

者層も変化すると考える。図書館の施設だけですべての利用者層のニーズに応えること

は難しいため、他の機能も併設し、複合施設として集客力を上げることも考えるべきで

ある。例えば、今日では、喫茶店、市立病院の調剤薬局、高齢者のためのリハビリ施設、

外国人も利用できるような物販施設等の併設が望ましい。また、そうすることで図書館

自体の建設コストを併せて下げることも検討される必要がある。 

  

 イ．図書館そのものの充実 

  ・新しい図書館の整備に当たっては、遠くても行ってみたいと思わせるような、図書館と

しての機能の充実が必要であると考える。喫茶店やコミュニティ活動施設の併設、民間

活力の導入等の手法は、図書館としての土台を確立した上で、あくまで附属的に検討す

べきものと考える。 
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②場所の選定について検討すべきこと 

 ア．立地 

  ・中心市街地活性化には、まちなかで文化を展開することが重要であると考えており、新

しい図書館の整備についてもその一端としていきたい。 

  ・立地については、中心市街地活性化のためにも近鉄四日市駅周辺が良いと考える。 

  ・現在の場所は、基幹駅である近鉄四日市駅から遠く、さらに駐車スペースも狭いため、

非常に不便である。学生や高齢者のことも考え、近鉄四日市駅から徒歩５分圏内など、

なるべく近い場所で探す必要があると考える。 

  ・現在の図書館は遠いとの理由により、近鉄四日市駅近くの飲食店で勉強する学生を多く

見かけることから、中心市街地周辺に図書館は必要であると考えており、これは中心市

街地活性化にも寄与すると考えている。 

  ・旧市立図書館（現在のすわ公園交流館）は中心市街地に立地しており、中心市街地に多

くの集客があったため、新図書館は、中心市街地に機能を集約することが望ましいと考

える。若い世代を中心にあらゆる世代が時間を有効活用できるよう、できるだけ駅周辺

の便利の良い場所を検討してほしい。 

  ・近鉄四日市駅周辺で新たに土地を取得する場合、駐車場についてはくすの木パーキング

を活用し、施設について高層ビルとすれば、それほど面積を確保する必要はないのでは

ないかと考える。 

  ・学生の利用に配慮し、近鉄四日市駅周辺、ＪＲ四日市駅周辺、またはその両駅の中間と

いった条件で図書館を立地させるべきと考える。 

  ・学生の需要に応えるのであれば駅近くで施設を整備することが望ましいが、駐車場の確

保ができないなど、市民全体の需要を満たす図書館を創ることは難しい。どこに照準を

絞るのかはこれからの議論になると考える。 

  ・図書館の利用者について、メインターゲットをどの層とするかによって、デザインも含

めてどのような図書館を創るのかが変わってくる。現在は、高齢者の利用が多いと聞い

ているが、中高生にとって使いやすく親しまれる図書館づくりを目指し、歩いて行ける

よう近鉄四日市駅から徒歩５分圏内に立地させるのが良いと考える。駐車場の確保につ

いては、図書館利用者にくすの木パーキングの無料券を配る方法もあるのではないか。 

  ・現在の市立図書館の利用者の多くが車で来館している現状は、その立地によるところが

大きいと考える。近鉄四日市駅の近くに図書館を立地させれば、公共交通機関での来館

が増えると考えており、駐車場についてもくすの木パーキングを活用すれば確保できる

と考える。新しい図書館については、駅から近いという点を一つのコンセプトとして考

えたい。 

 ・立地については、一番良い場所を選び、場合によっては新たに土地を取得して建設する

ことも視野に入れるべきである。 

  ・図書館においても、消防分署の整備と同様に、市民が身近に図書館を使えるよう、全市

的な図書館配置が計画され、その上で、その図書館配置を実現する“かなめ”となる中

央図書館の位置・規模・機能等が検討されるべきである。 

  ・本市では、図書館の利用者の７割程度が車で来館していると聞いている。この点に鑑み

れば、図書館の立地には、ある程度の敷地面積が必要であると考える。 
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 ・他市町では、狭い敷地を有効活用して機能的な図書館を整備している事例もある。建物

自体を高層化すれば敷地面積はそれほどいらず、他の施設も併設した利便性の高い図書

館ができるのではないか。この場合、駐車場についても、建物の一部を利用して整備す

る手法なども考えられる。   

・現在の市立図書館の場所は、戦災跡地であり、かつて火葬場があったが、それが移転し

図書館ができたという経緯がある。そのような歴史的背景に鑑みれば、現在地に新しい

図書館を整備することは望ましくないと考える。 

   

 イ．駐車場の確保 

  ・現在の規模の図書館を中心市街地に立地させた場合の駐車施設の附置義務台数は 11台以

上とのことだが、最低ラインだけでなく、現実的にどれほど必要であるのかも試算すべき

であると考える。 

 

③施設の建物・規模について検討すべきこと 

 ア．設計、デザイン等 

  ・市民の意見を勘案の上、設計・デザインや、どのような発注方式が望ましいのか、また、

専門家を頼るのかについてまず議論を行う必要があると考える。 

  ・図書館の本質は蔵書の量や、快適に勉強できるスペースの確保、利用しやすい立地条件

であり、デザイン等については付加価値であると考える。そのため、岐阜市ほどの経費

を投じる必要はなく、可能な範囲で良いのではないか。 

・高齢者や障害者にも利用しやすいよう、ユニバーサルデザインやバリアフリー化も考慮

の上、施設整備を考える必要がある。 

  

イ．施設の規模・総工費について 

  ・岐阜市の 125億円という総工費について、本市に置き直すと、広さや場所の条件に加え、

岐阜市のように多額の財をどこまで投じることができるのかは検討が必要である。 

  ・インターネットの発達により、図書館へ行って調べ物をする機会が減る中で、新しい図

書館は、デジタルテクノロジーの進展を踏まえて、小規模なものにするのか、あるいは、

デジタルテクノロジーでは得られない「何か」を求めて大規模な図書館を目指すのかが、

新図書館整備構想策定の大前提になると考える。 

 

④機能について検討すべきこと 

 ア．書庫・書架の整備 

  ・施設は高層ビルとしてもよいと考えるが、書庫を地下に設けるなど、書籍を日光から保

護するための対策が必要となる。その点も考慮した上で場所の選定を行う必要があると

考える。 

  ・本市の図書館は蔵書が書庫に入りきらない状態である。閲覧スペースの確保も必要であ

るが、年間でどれくらいの利用者があり、どれだけ蔵書数を増やすのかを見込んだうえ、
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書庫のスペースをどうするのか検討する必要があり、これは図書館の心臓部となると考

える。これがベースとなり、ＩＣタグ等を活用した貸出しシステム等の手法や、必要と

なる司書数が見えてくるのではないか。 

 

 イ．利用者の利便性に配慮した機能の整備  

  ・市民が自慢できるような新しい図書館となるよう、コンセプトを明確にすべきであると

考える。また、最先端のＩＣＴ技術の導入は、最低限行うべき整備と捉えている。 

  ・インターネットの情報は、全てが無料ではないという状況において、市立図書館が代表

して、「インターネットの有料ページ（データベース）」と契約し、市民が共同で利用

するという形が望ましいと考える。 

  ・最新の貸出しシステムの導入など、利用者の利便性を図ることは重要であるが、そのニ

ーズも多種多様であるため、それをどこまで受け入れられるかが課題であると考える。 

  ・高齢者や障害者にとっても気楽に集える場所となるよう、大活字図書や点字図書、デイ

ジー図書といった機能も必要であり、併せて 24時間体制の電子図書機能の導入について

も検討の必要があるのではないか。 

  ・現在の図書館で、書架・書庫に図書が収容しきれていない状況や、高校生向けの学習席

がテスト期間以外ではそれほど稼働していない状況等を踏まえ、新しい図書館の整備に

当たっては、書庫の大きさ、閲覧席・学習席の数など、総合的に方向性を決めていく必

要があると考える。 

  ・岐阜市のような明るく開放的な空間づくりに加え、本市では学習席の充実も検討する必

要がある。 

  ・利用者を限定してはならず、新しい図書館の整備については利用しやすいことが第一条

件と考える。また、居心地が良く、市民が何度も来たいと思える図書館とするにはどう

すればよいかについても考えさせられた。 

  ・研究開発施設の多い本市においても、大学の工学部は存在しないことから、研究者たち

が集まり、憩いを兼ねながら調査研究のできる産業図書館のような四日市らしさが感じ

られる図書館構想も検討される必要があるのではないか。 

  ・高齢者や障害者の健康維持を目的とした蔵書の整備等が必要であると考える。また、カ

ウンセラー等を配置すれば、よりその機能が高まると考える。 

  ・病院内に患者が自身の病気について知識を深める目的で図書館が設置されている例もあ

る。市立四日市病院では、地域連携・医療相談支援センター「サルビア」において、患

者の医療相談を受け付けているところであるが、新しい図書館の特色として、医療に対

する患者の悩みに応えられる図書等の充実を図ることも考えられるのではないか。 

  ・岐阜市の図書館では、子供の声や話し声を許容する空間づくりによって、特に子供たち

にとって居心地の良い場所となっている一方、このような図書館を整備する場合、従来

の静かに勉強できる空間を望む人にどのように受け入れてもらうのかは議論していく必

要があると考える。 

  ・自分が読んだ本のタイトルや貸出日を記録する「読書通帳」システムを導入し、子供の

読書率が向上したという図書館もあると聞いている。本市としても、このような幼児期

から本に親しむ環境整備に取り組む必要があると考える。 
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  ・洗練された空間やコンビニ等があれば学生も寄りやすく、誰もが行きたいと思える図書

館となるのではないか。 

   

 ⑤運営について検討すべきこと 

 ア．運営・サービスについて 

  ・現在の市立図書館は、近隣の図書館と比較しても閉館が早く、就労者には利用しにくい

状況となっている。これが他市の図書館へ流れる一つの要因となっているとも考えられ

るため、開館時間の延長について検討していく必要がある。 

  ・図書館の本質は、蔵書の量と開館時間にあると捉えているが、現在の市立図書館は、閉

館が早く、学生が放課後にほとんど利用できないという状況には課題があると考える。

新しい図書館については、開館時間の延長を第一義的に考えたい。 

・インターネット上には疑わしい情報も溢れており、市民が誤った方向へ流されないよう、

図書館司書が市民をナビゲートする必要性を感じている。 

・司書のおすすめの図書を配架するコーナーを設置するなど、専門職である司書の意見や

能力が発揮できる機会を設けてほしい。 

  ・人気のある雑誌等を配架すれば利用者は増えると考えるが、希望は少ないものの、図書

館には個人では購入の難しい高価な専門書の需要もある。図書館本来のあり方として、

どちらの需要に重きを置くのか考える必要がある。設計や立地、複合施設等に目が行き

がちであるが、内部の運営の方法についても考えていかなければならない。 

  ・図書館の利用者も参加した会議体において蔵書の整理、入れ替えの検討を行うといった

運営方法も考えられる。また、廃棄する図書については、高齢者施設や保育所等に配架

するような仕組みを取り入れることが望ましいと考える。 

  ・集客のために一つの図書館で新刊図書を複数配架する例もあるとのことだが、本来の図

書館の役割は、必要な時に、必要な人に必要な情報を与えることであると考える。 

  ・図書館でアニメや漫画についても取り扱ってほしいとの意見もあるため、そのようなこ

とについても議論していきたい。 

  ・平成 26年度で 150冊程度の長期延滞図書がある状況において、図書の返却が担保できる

よう、新しい図書館の整備に合わせて、返却窓口の増設は検討していく必要があると考

える。 

  ・中心市街地に図書館機能を集約する場合、あさけプラザや四日市大学の図書室と書籍の

融通ができるようなネットワークを作ることも必要である。 

  ・新しい図書館を整備する上で、蔵書数を増やすことになると思われるが、あさけプラザ

や地区市民センターにも図書館機能があり、本市全体の蔵書数や購入費等も把握してお

きたいと考える。 

  ・本市に外国人の居住が多いことも踏まえ、外国人も気軽に利用でき、地域に溶け込める

ような場所としていく必要がある。このことにより、地域の人も図書館に行くことで多

様性を得ることができ、より本市の特性を活かした施設となるのではないかと考える。 

  ・文部科学省の紹介する「課題解決支援型」図書館について、新しい図書館が取り組むの

か、取り組まないのかを明確にし、もし取り組むのであれば、どんな設備や人材が必要

なのかを考え、新図書館整備構想に盛り込むことが必要である。 
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 イ．運営形態 

  ・現在の運営では、平日の利用時間は午後７時まで、学習室等は午後５時までであり、開

館時間が大きな課題であると考える。この状況において、運営を民間委託すべきか、ま

た、直営でよいのか、委員間の意識の共有を図りたい。 

  ・民間活力を導入した方がサービス向上につながると考える。特に開館時間の延長は必ず

行わなければならないと考えるが、直営のままでは職員の人件費コストが高額となるの

ではないか。 

  ・夜遅くまで図書館を開館することは、指定管理やＰＦＩ等の手法を用いなければ困難で

あると考えるため、運営形態については柔軟に対応すべきと考える。 

  ・専門書を取り扱う図書館においては図書館司書の役割が非常に大きいと考える。現在市

立図書館の司書に係る人件費はそれほど高くないと考えており、たとえ民間に運営を委

託したとしても、必ずしもコストの削減にはつながらないと考える。民間への委託の検

討は、今以上のサービスの向上につながるのかとの観点から行うべきである。 

  ・民間委託の形態については、ＰＦＩの導入は今の時代に合わないとの意見も聞いている

ほか、ＰＦＩと指定管理の併用は、管理が分かれて対応が困難であるといった課題もあ

る。このため、施設の建設については市で行い、運営については指定管理、または業務

委託によるのが経費もかからず、サービス向上にもつながると考える。 

 

 

（２）基本構想に当たって検討すべき事項 

 ①新しい図書館の基本コンセプトについて 

  ・図書館は、本を読む場というだけでなく、学習の場、研修の場、コミュニティ活動の場

と捉えている。これをどのように中心市街地の活性化に結びつけていくかを考えていか

なければならない。 

  ・図書館は、様々な世代が集まり、交流できる場であることが望ましいと考える。 

  ・市立図書館は文化のバロメーターの一つであると捉えており、市民及び議会が関わって

創り上げることが重要である。幅広い世代が利用できるようにすることはもちろん、市

民の居場所であることも一つの要素として考える必要がある。 

  ・蔵書数が多く、開架式でより多くの書籍を手に取って読むことができる本の匂いのする

場所づくりが理想であると考える。 

  ・図書館本来の機能を尊重し、どのような方向性で施設整備をするのか、基本のコンセプ

トを確立することがもっとも重要であると考える。 

  ・現代においては、新しい図書館の整備に当たり市民参画を位置づけることは必要である

と考えるが、多種多様な市民意見に流されないよう、行政としてぶれない基本コンセプ

トを打ち出すことが必要であると考える。 

  ・滞在型図書館に対し、長時間の滞在を想定していない図書館もあり、椅子の形状などか

ら本市の図書館は後者であると考える。そのどちらを目指すのかが、新しい図書館を考

える上での一つの分岐点となる。 
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  ・日常的に図書館を利用している人はもちろん、これまで図書館を利用していなかった人

にとっても来やすい空間とし、潜在顧客の増加を図ることが重要であると考える。 

  ・新しい図書館について市民に意見を求めて久しいが、施設整備に向けた計画が一向に進

んでいない。施設の老朽化や開館時間の問題など、様々な市民からの声があるため、こ

れまでの市民の意見を踏まえてどのような施設を整備するのか、早期に計画を示しても

らいたい。 

 

 ②市民参画について 

  ・他市において、市立図書館の新設が住民投票に発展しており、本市の新しい図書館をど

のように整備していくかについては、あくまで市民参加で検討するべきである。 

  ・基本コンセプトの構想に当たり、市民ニーズを調査する必要がある。世代間でニーズが

異なるため、市民がどのような図書館を望んでいるのか把握しなければ、集客力のない

図書館となるおそれがある。 

  ・これからの図書館を考えるに当たって、市民が主役との観点から、市民を巻き込み、そ

の声をどれだけ聞くかが非常に重要となる。公共図書館がどんどん進化していく中で、

従来型でなく、子供から高齢者までの幅広い世代にとっての居場所づくりが必要である

と考える。 

  ・市民の声を聴きながら新しい図書館を創り上げることは良いことであるが、様々な立場・

意見の市民がおり、どのような範囲の意見を取り入れるかの判断は非常に難しいと考え

る。 

  ・新しい図書館の構想については、学識経験者や各種委員等の意見を聴いてまとめたもの

をそのまま議会に示すのではなく、前段階において、広く市民意見を拾う機会を設けた

上で提案してほしい。 

  ・従来の図書館とは異なるユニークな機能や運営手法等を見出すためにも、市民の声を聴

くのと並行して、基本コンセプトや立地等を総合的に提案できる専門家の意見を聴くこ

とも必要ではないかと考える。 
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８．分科会協議のまとめ ～四日市市にふさわしい新しい図書館とは～ 

  当分科会では、平成 27年 10月から６回にわたって会議を開催し、現在の市立図書館の現

状や課題を踏まえ、本市にふさわしい新しい図書館について、意見交換を重ねてきました。

調査研究においては、分科会として岐阜市立中央図書館への視察を行うなど、他市町の先駆

的な図書館整備事例の調査も行い、議論を深めてきたところであります。 

  このような経過を経て、当分科会としては、本市にふさわしい新しい図書館についての考

え方を、次のとおり取りまとめました。 

 

  ○四日市市にふさわしい新しい図書館とは 

 

    新しい四日市市立図書館は、子どもから高齢者に至るまで、あらゆる世代

に役立つ知識と情報にあふれ、多くの市民が集まる魅力的な空間であって、

本市の文化やまちの活力の創造につながる「日本一市民に愛される図書館」 

    を目指すべき 

 

   

      

 

計画策定に当たっては、５つの目指すべき姿についての検討が必要 

      ①本市の文化の拠点の一つとして、市民から愛される図書館 

      ②まちのにぎわいを創出し、市民が交流しやすい図書館 

      ③居心地が良く、何度も行きたいと思える図書館 

      ④すべての市民の学びを支援し、誰もが快適に利用できる図書館 

      ⑤本市の知・情報の拠点として、市民の役に立ち、市民と共にあゆむ図書館 

 

   多くの市民が待ち望む“新図書館”の構想策定に当たっては、何より先に、図書館の真

にあるべき姿を十分検討し、その上で新図書館の設置運営の根幹となる基本理念について、

市民の声を広く聴きながら練り上げる必要があります。 

   そして、基本理念を具体化するための基本計画の策定に当たっては、利用者である子ど

もから高齢者に至るまでのあらゆる世代の市民に寄り添い、前述の５つの目指すべき姿の

実現に向けた検討に、スピード感を持って取り組むべきであります。 

   約半世紀ぶりの大型事業となる“新図書館”の設置については、それが市民生活及び市

政に及ぼす影響を十分考慮して、構想策定段階において、新図書館の立地・建設からその

後の運営に至るまでの道筋を明らかにし、「日本一市民に愛される本市ならではの新しい

図書館」を創り上げることを強く望み、当分科会における調査研究報告といたします。 

 

   

   

  

実現のために 

20



議員政策研究会 新しい図書館を考える分科会まとめ                                        

 

 

 

 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい四日市市立図書館は、子どもから高齢者に至るまで、あらゆる世代に役立

つ知識と情報にあふれ、多くの市民が集まる魅力的な空間であって、本市の文化

やまちの活力の創造につながる「日本一市民に愛される図書館」を目指すべき。 

 

 

①施設のあり方について 

         検討すべきこと 

○複合施設とするか否か 

・様々な市民ニーズに応えるための

コンビニ、飲食店、託児所、高齢

者向け施設、予備校などの民間施

設とのタイアップ 

○図書館そのものの充実 

・複合施設やデザイン等の検討前に、

図書館としての機能の充実を図る

こと 

 

②場所の選定について 

         検討すべきこと 

○立地 

・近鉄・ＪＲ四日市駅周辺での場所

選定（学生・高齢者への配慮、中

心市街地活性化の観点から） 

・新たな土地の取得も視野に、もっ

とも効果的な場所を選定 

・中央図書館としてふさわしい場所

の選定 

・建物の高層化も含めたスペースの

確保と施設の有効活用を視野に入

れた場所の選定 

・これまでの歴史的背景を視野に入

れた場所の選定 

○駐車場の確保 

・車社会に対応した駐車場の確保 

 

③施設の建物・規模について 

         検討すべきこと 

○設計、デザイン等 

・設計・建築に当たっては、建築家等

の専門的知見の活用や、どのような

発注方式を採用するのか最初に方

向付けすること 

・バリアフリー化、ユニバーサルデザ

インへの配慮 

○施設の規模・総工費について 

・整備に係る予算規模について 

・財源の確保について 

・デジタルテクノロジーの進展を踏ま

えた規模 

 

④機能について検討すべきこと 

○書庫・書架の整備 

・蔵書数に応じた使いやすい整備 

・貴重な書籍や資料を確実に長期保存するため

の地下書庫の整備 

○先端技術を用いた設備の導入 

・ＩＣタグを利用した貸出しシステムによる手

続きの迅速化 

・有料データベース（インターネット）の提供 

○電子図書サービスの環境整備 

○産業・ビジネス支援コーナーや健康・医療コ

ーナー等の設置 

○障害者向けの機能（点字図書、デイジー図書） 

○高齢者向けの機能（大活字図書） 

○中高生向けの機能（閲覧席・学習席等の充実） 

○小学生向けの機能（幼児期から本に親しむ環

境整備） 

○乳幼児も利用できる機能・スペースの充実 

⑤運営について検討すべきこと 

○運営・サービスについて 

・開館時間・学習室等の時間延長 

・図書館司書の充実 

・図書館長の公募を行うのか 

・様々な図書の需要に対し、どのよう

な基準で選書を行うのか 

・市民参画による図書館の運営 

・あさけプラザ図書館等及び学校図書

室との連携 

・多文化共生社会に配慮した運営 

○運営形態 

・直営とするのか、民間活力の導入（指

定管理、ＰＦＩ等）を行うのか（サ

ービス向上、コスト削減の観点か

ら） 

 

目指すべき姿（１）  

本市の文化の拠点の一つとし

て、市民から愛される図書館 

 

目指すべき姿（２）  

まちのにぎわいを創出し、市

民が交流しやすい図書館 

 

目指すべき姿（３）  

居心地が良く、何度も行きたい

と思える図書館 

目指すべき姿（４）  

すべての市民の学びを支援し、

誰もが快適に利用できる図書館 

目指すべき姿（５）  

本市の知・情報の拠点として、

市民の役に立ち、市民と共にあ

ゆむ図書館 

執行部に対して 

 

○何より先に、基本コンセプトを確立した上で、具体的な施設整備の計画

の策定に当たること 

○計画に当たっては、公共図書館の本来の役割とは何か、十分整理するこ

と 

○新しい図書館は、市民参画を大事にし、市民の声を広く聴きながら創り

上げること 

○本市の特色を活かした図書館としていくこと 

21



 
 

 

９．参考資料 

  

≪資料Ｎｏ．１≫ 四日市市総合計画（2011年度→2020年度）図書館部分抜粋 〈P23～P25〉 

≪資料Ｎｏ．２≫ 市民に求められる四日市市立図書館像について（提言） 〈P26～P57〉 

≪資料Ｎｏ．３≫ 新しい図書館のあり方検討会 報告書 〈P58～P67〉 

≪資料Ｎｏ．４≫ 図書館法 〈P68～P71〉 

≪資料Ｎｏ．５≫ 図書館整備状況調査結果 〈P72〉 

 

22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



44



45



46



47



48



49



50



51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72


